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市役所からのお知らせ

後
期
高
齢
者
医
療

介
護
保
険

国
民
年
金

国
民
健
康
保
険

各
種

税令
和
７
年
度　
　
　
　
　
　

国
民
健
康
保
険
料
の
改
定

　
保
険
料
は
、
所
得
に
応
じ
て
か

か
る
所
得
割
、
世
帯
員
数
に
応
じ

て
か
か
る
均
等
割
、
加
入
者
の
世

帯
に
平
等
に
か
か
る
平
等
割
の
３

つ
を
医
療
給
付
費
分
、
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
、
介
護
納
付
金
分
の

そ
れ
ぞ
れ
で
計
算
し
、
さ
ら
に
そ

れ
ら
を
総
合
計
し
て
各
世
帯
ご
と

に
決
め
ら
れ
ま
す
。

問
合
先　
健
幸
増
進
課
☎（
275
）６

３
７
４

国
民
健
康
保
険
料
の
軽
減
判
定

　
軽
減
判
定
所
得
が
基
準
以
下
の

場
合
、
保
険
料
の
均
等
割
と
平
等

割
が
次
の
と
お
り
軽
減
さ
れ
ま

す
。

※
給
与
所
得
者
等
は
次
の
い
ず
れ

　

か
の
条
件
を
満
た
す
方
で
す
。

①
給
与
収
入
が
55
万
円
を
超
え
る

方
②
65
歳
未
満
か
つ
公
的
年
金
等

収
入
が
60
万
円
を
超
え
る
方
③
65

歳
以
上
か
つ
公
的
年
金
等
収
入
が

１
２
５
万
円
を
超
え
る
方
。

　
な
お
、③
の
方
に
つ
い
て
は
、公

泉大津市・高石市・忠岡町の
気になる情報をお届けします！

正木記念邸呈茶席
（開館日の土・日・祝日のみ）
　「正木美術館２０２５年春季展」の
期間中、美術館敷地内にある登録有形
文化財正木記念邸にて抹茶とお菓子
をお楽しみいただけます。
開館日　（前期）3 月 15 日～ 5 月 6
日、（後期）5月 10日～ 6月 15日
10:00～16:30※最終入館は 16:00
休館日　月曜日、 5 月 7日～ 5月 9日
※５月５日（祝）は開館
参加費　500円※別途入館料が必要
場所・問合先　正木美術館 ( 忠岡町
忠岡中 2-9-26)☎0725(21)6000

こども会カーニバル
　的あてやスーパーボールすくいな
ど、こどもたちが楽しめるブースや
キッチンカーが出店予定。こどもた
ちによるステージもあります。
※景品・商品がなくなり次第順次店
舗は終了します。
日時　4月27日(日)10時～15時
　　　※雨天時は4月29日(祝)に順延
場所   高石駅前広場
申込　当日直接会場へ
問合先　こども会育成協議会事務局
(社会教育課内)　
☎（275)6437

シーパスパークに
ネモフィラが開花

　代表的な品種である「インシグニ
スブルー」や、珍しい「マキュラータ」
も見ることができます。また、カラフ
ルなチューリップも4月上旬には開花し
ます。この機会にカメラやスマホを片
手に写真を撮りに来ませんか。シーパ
スパークでの散歩をお楽しみください。
場所・問合先   シーパスパーク（泉大
津市小松町 1-55)☎0725（99）8550

医療
給付費分

後期高齢者
支援金分

介護
納付金分

所得額 9.30％ 3.02% 2.56%

均等割 34,424 円 11,034 円 18,784 円

平等割 33,574 円 10,761 円 -
最高
限度額 650,000円 240,000円 170,000円

所得の判定区分
同一世帯内の被保険者と世帯主（被保険者でない方
も含む）の総所得金額等の合計額

軽減
割合

43万円+10万円×（給与所得者等（※）の数−１）】
を超えないとき 7割

43万円+30万5千円×（被保険者数）+10万円×
（給与所得者等（※）の数−１）を超えないとき 5割

43万円+56万円×（被保険者数）+10万円×（給
与所得者等（※）の数−１）を超えないとき 2割

的
年
金
等
に
係
る
所
得
金
額
か
ら

15
万
円
を
控
除
し
て
軽
減
判
定
を

行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
合
先　
健
幸
増
進
課
☎（
275
）６

３
７
４

新
し
く
国
保
に
加
入
す
る
方
へ

　
新
し
く
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
た
場
合
の
保
険
料
の
計
算
は
、

資
格
取
得
日
（
健
康
保
険
の
資
格

を
喪
失
し
た
日
、
健
康
保
険
の
扶

養
家
族
か
ら
外
れ
た
日
、
転
入
日

な
ど
）か
ら
で
す
。こ
の
日
か
ら
14

日
以
内
に
資
格
喪
失
証
明
書
・
離

職
票
等
を
持
参
の
う
え
、
届
出
し

て
く
だ
さ
い
。遅
れ
る
と
資
格
取

得
日
ま
で
最
高
２
年
間
さ
か
の
ぼ

っ
て
保
険
料
を
支
払
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。ま
た
、理
由
無
く
遅
れ
た

場
合
、
そ
の
間
の
医
療
費
は
全
額

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
健
幸
増
進
課
☎（
275
）６

３
７
４
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お
知
ら
せ

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

相
談
窓
口

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

市役所からのお知らせ

後
期
高
齢
者
医
療

介
護
保
険

国
民
年
金

国
民
健
康
保
険

各
種

税健
康
診
査
・
人
間
ド
ッ
ク
費

用
の
一
部
助
成
・
歯
科
健
診

▼
健
康
診
査

　
対
象
者
に
は
４
月
下
旬
頃
か
ら

健
康
診
査
受
診
券
を
送
付
し
ま

す
。（
令
和
7
年
度
中
に
75
歳
に
な

る
方
に
は
、誕
生
月
の
翌
月
）受
診

券
記
載
の
有
効
期
限
ま
で
に
指
定

医
療
機
関
等
で
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。（
年
度
中
に
１
回
無
料
）

　
受
診
の
際
は
、
事
前
に
医
療
機

関
等
へ
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、

受
診
券
と
被
保
険
者
資
格
を
確
認

で
き
る
も
の（
被
保
険
者
証
、マ
イ

ナ
保
険
証
と
資
格
情
報
の
お
知
ら

せ
、資
格
確
認
書
の
い
ず
れ
か
）を

忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
長
期
入
院
中
や
施
設

入
所
中
の
方
は
、
健
康
管
理
が
図

ら
れ
て
い
る
た
め
、
健
康
診
査
の

対
象
か
ら
除
い
て
い
ま
す
。退
院・

退
所
等
で
状
況
に
変
化
が
あ
っ
た

場
合
は
受
診
券
を
発
行
し
ま
す
の

で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部
助
成

　
府
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
の
方
に
人
間
ド
ッ
ク
の
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
助
成
に
は
、
健
幸
増
進
課
へ
必

要
書
類
を
持
参
し
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。助
成
を
受
け
ら
れ
る
回

数
は
年
度
中
１
回
、
２
万
６
千
円

を
上
限
と
し
て
い
ま
す
。

必
要
書
類　
人
間
ド
ッ
ク
の
領
収

書
、検
査
結
果
通
知
書
等
の
写
し
、

被
保
険
者
資
格
を
確
認
で
き
る
も

の
（
口
座
情
報
が
わ
か
る
も
の)

、

印
鑑
（
被
保
険
者
本
人
の
口
座
へ

振
込
り
む
場
合
は
不
要
）

▼
歯
科
健
診

　
対
象
者
に
は
４
月
下
旬
頃
に
歯

科
医
院
リ
ス
ト
を
送
付
し
ま
す
。

受
診
の
際
は
、
リ
ス
ト
記
載
の
医

院
に
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
の
う

え
被
保
険
者
資
格
を
確
認
で
き
る

も
の
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。（
年
度
中
に
１
回
無
料
）

　
た
だ
し
、
次
の
条
件
に
該
当
す

る
方
は
、対
象
外
と
な
り
ま
す
。①

病
院
ま
た
は
診
療
所
に
6
ヶ
月
以

上
継
続
し
て
入
院
中
の
方
②
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
老
人
保

健
施
設
、養
護
老
人
ホ
ー
ム
、障
が

い
者
支
援
施
設
な
ど
の
施
設
に
入

所
ま
た
は
入
居
し
て
い
る
方

問
合
先　
健
幸
増
進
課
☎（
275
）６

３
９
２
ま
た
は
府
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
給
付
課
☎
０
６（
４

７
９
０
）２
０
３
１

令
和
７
年
度
の
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料

▼
府
令
和
7
年
度
の
保
険
料
率

　
年
間
保
険
料（
限
度
額
80
万
円
）

=

被
保
険
者
均
等
割
額
（
被
保
険

者
1
人
あ
た
り
５
万
７
１
７
２

円
）＋
所
得
割
額（
被
保
険
者
の
所

得
×
所
得
割
率
11
・
75
％
）

▼
保
険
料
の
軽
減

　

均
等
割
額
の
軽
減
は
国
民
健
康
保

険
料
と
同
じ
基
準
で
判
定
し
ま
す
。

詳
細
は
Ｐ
８(

国
民
健
康
保
険
料
の

軽
減
判
定)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

　
軽
減
対
象
者
の
判
定
は
、
申
請

不
要
で
す
。た
だ
し
、所
得
情
報
が

な
い
場
合
は
窓
口
へ
の
簡
易
申
告

等
が
必
要
で
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
前

日
に
お
い
て
、
会
社
の
健
康
保
険

や
共
済
組
合
、
船
員
保
険
の
被
扶

養
者
で
あ
っ
た
方
は
、当
面
の
間
、

所
得
割
額
は
課
さ
れ
ず
、
資
格
取

得
後
２
年
間
は
５
割
ま
た
は
世
帯

の
所
得
等
に
よ
り
7
割
の
均
等
割

額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。（
国
民
健
康

保
険
・
国
民
健
康
保
険
組
合
に
加

入
さ
れ
て
い
た
方
は
対
象
外)

問
合
先
　
健
幸
増
進
課
☎(
275)

６
３
９
２
ま
た
は
府
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
資
格
管
理
課
☎
０

６(

４
７
９
０)

２
０
２
８

対　　象段階

4

保険料の年額

1

2

4

5

・生活保護を受けている人または住民税非課税世
  帯の老齢福祉年金受給者
・世帯全員が住民税非課税で、本人の「合計所得金
  額＋課税年金収入額」が 80 万 9千円以下の人

世帯全員が住民税非課税で、本人の「合計所得金額＋課
税年金収入額」が 80 万 9千円超、120万円以下の人
本人が住民税非課税（世帯内に住民税課税者がいる場合）で、本
人の「合計所得金額＋課税年金収入額」が 80 万 9千円以下の人

20,980 円

28,350 円

66,270 円

73,640 円問合先　介護保険課☎（275）6329

　令和７年度の年間介護保険料は、令和６年中の所得確定後の７月に決定しますので、それまでは令和５年中の所得を
もとに算出した仮徴収（暫定賦課）の保険料を納めていただきます。         
　令和７年度の年間介護保険料は、令和６年中の所得確定後の７月に決定しますので、それまでは令和５年中の所得を
もとに算出した仮徴収（暫定賦課）の保険料を納めていただきます。         

本人が住民税非課税（世帯内に住民税課税者が
いる場合）で、第 4段階以外の人

●普通徴収
　特別徴収以外の方は、仮徴収期間（４月～６月）の保
険料額を記載した仮徴収額通知書を送付いたします。納
付書や口座振替等で納めていただきます。

●普通徴収
　特別徴収以外の方は、仮徴収期間（４月～６月）の保
険料額を記載した仮徴収額通知書を送付いたします。納
付書や口座振替等で納めていただきます。

●特別徴収
　老齢・退職・遺族・障害年金を月額１万５千円以上受給されて
いる方は、年金から引き落としされます。なお、仮徴収期間（４月・
６月・８月）の月割保険料は、本年２月に引き落としした保険料
と同額を徴収しますので、仮徴収額通知書は送付いたしません。

●特別徴収
　老齢・退職・遺族・障害年金を月額１万５千円以上受給されて
いる方は、年金から引き落としされます。なお、仮徴収期間（４月・
６月・８月）の月割保険料は、本年２月に引き落としした保険料
と同額を徴収しますので、仮徴収額通知書は送付いたしません。

　令和６年度老齢基礎年金満額支給額が 80 万
円を超えることを踏まえ、老齢基礎年金満額受
給者の保険料負担に影響が出ないよう介護保険
法施行令の一部を改正する政令が令和７年４月
１日から施行されました。
　今回は施行令の改正に伴い、第１、２、４及び
５段階の方の基準所得金額の見直しが行われま
した。なお、その他の段階の基準所得金額及び各
段階の保険料額については、変更はありません。
今後も保険料納付にご理解とご協力をお願いし
ます。

　令和６年度老齢基礎年金満額支給額が 80 万
円を超えることを踏まえ、老齢基礎年金満額受
給者の保険料負担に影響が出ないよう介護保険
法施行令の一部を改正する政令が令和７年４月
１日から施行されました。
　今回は施行令の改正に伴い、第１、２、４及び
５段階の方の基準所得金額の見直しが行われま
した。なお、その他の段階の基準所得金額及び各
段階の保険料額については、変更はありません。
今後も保険料納付にご理解とご協力をお願いし
ます。

介護保険料仮徴収額通知書を送付介護保険料仮徴収額通知書を送付

65歳以上の方の介護保険料が見直されました65歳以上の方の介護保険料が見直されました
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市役所からのお知らせ

後
期
高
齢
者
医
療

介
護
保
険

国
民
年
金

国
民
健
康
保
険

各
種

税退
職（
失
業
）に
よ
る
国
民
年

金
保
険
料
の
特
例
免
除

　
日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
方
が
会
社
を
退
職
（
失

業
）さ
れ
た
と
き
は
、国
民
年
金
の

第
1
号
被
保
険
者
へ
変
更
と
な

り
、
保
険
料
の
納
付
が
必
要
と
な

り
ま
す
。し
か
し
、退
職（
失
業
）に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場

合
に
は
、
本
人
の
申
請
に
よ
っ
て

保
険
料
を
免
除
さ
れ
る
特
例
免
除

制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
対
象
は
退
職（
失
業
）さ
れ
た
方

で
、
審
査
の
対
象
と
な
る
本
人
所

得
を
除
外
し
て
審
査
を
行
い
、
保

険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

（
た
だ
し
、配
偶
者
・
世
帯
主
に
一

定
以
上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は
、

免
除
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
）

必
要
書
類　
①�

年
金
手
帳
ま
た
は

基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の

（
通
知
書
等
）②�

失
業
し
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
公
的
機
関
の
証
明
の

写
し（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証・

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
等
）

申
請・問
合
先　
「
国
民
年
金
保
険

料
免
除・納
付
猶
予
申
請
書
」を
健

幸
増
進
課
☎（
275
）６
２
４
１
ま
た

は
堺
西
年
金
事
務
所
☎（
243
）７
９

０
０
へ
提
出

国
民
年
金
保
険
料
の
改
正

　
令
和
7
年
４
月
分
〜
令
和
8
年

３
月
分
の
国
民
年
金
保
険
料
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

▼
新
し
い
保
険
料（
月
額
）

・
保
険
料
：
１
万
７
５
１
０
円

・
4
分
の
１
免
除
：（
１
万
３
１
３

０
円
納
付
）

・半
額
免
除：（
８
７
６
０
円
納
付
）

・
4
分
の
３
免
除
：（
４
３
８
０
円

納
付
）

問
合
先　
健
幸
増
進
課
☎（
275
）６

２
４
１
ま
た
は
堺
西
年
金
事
務
所

☎（
243
）７
９
０
０

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　
令
和
7
年
度
固
定
資
産
課
税
台

帳
が
閲
覧
で
き
ま
す
。閲
覧
す
る

場
合
に
は
、
納
税
通
知
書
や
運
転

免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の
が
必
要
で
す(

代
理
人
等

の
場
合
は
、委
任
状
等
も
必
要)

。

　
ま
た
、所
有
者
、納
税
義
務
者
及

び
借
地
借
家
人
等
に
つ
い
て
も
、

そ
の
使
用
ま
た
は
収
益
の
対
象
と

な
る
部
分
に
限
り
、
固
定
資
産
課

税
台
帳
を
閲
覧
で
き
ま
す
。な
お
、

借
地
借
家
人
等
に
つ
い
て
は
、
当

該
資
格
を
証
す
る
書
類
（
賃
貸
借

契
約
書
等
）が
必
要
で
す
。

　
併
せ
て
、
税
務
課
で
は
固
定
資

産
税
の
評
価
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
評
価
の
基

礎
と
な
る
路
線
価
（
街
路
に
沿
接

す
る
標
準
的
な
画
地
の
１
㎡
あ
た

り
の
価
格
）を
公
開
し
て
お
り
、閲

覧
で
き
ま
す
。

問
合
先　
税
務
課

�

☎（
275
）６
１
０
９

さ
く
ら
ね
こ
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動

　
本
市
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
等
と
連
携
し
、
さ
く
ら
ね
こ
Ｔ

Ｎ
Ｒ
活
動
に
参
画
し
て
い
ま
す
。

「
さ
く
ら
ね
こ
」と
は
、
不
妊
去
勢

手
術
実
施
済
み
の
目
印
と
し
て
耳

先
を
桜
の
花
び
ら
の
形
に
カ
ッ
ト

さ
れ
た
猫
の
こ
と
で
す
。

　
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
で
は
、
一
定
の
ル

ー
ル
の
も
と
エ
サ
や
り
や
ト
イ
レ

の
始
末
等
が
行
わ
れ
、
一
代
限
り

の
命
を
全
う
さ
せ
る
こ
と
で
、
飼

い
主
の
い
な
い
猫
に
関
す
る
苦
情

等
を
減
ら
す
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。地
域
の
皆
様
の
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　
環
境
政
策
課

�

☎（
275
）６
８
３
４

カ
ラ
ス
に
よ
る
ご
み
の
被
害

を
防
ぐ
た
め
に

　
カ
ラ
ス
に
よ
る
ご
み
の
散
乱
被

害
を
防
ぐ
た
め
に
、
生
ご
み
を
減

ら
す
、
防
鳥
ネ
ッ
ト
や
フ
タ
つ
き

の
ご
み
箱
を
使
う
等
の
対
策
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
環
境
政
策
課

�

☎（
275
）６
８
３
４

飼
犬
登
録
と
狂
犬
病
の
予
防
注
射

　
飼
犬
は
生
後
３
か
月
を
過
ぎ
る

と
、
生
涯
１
度
の
飼
犬
登
録
と
年

１
回
の
狂
犬
病
の
予
防
注
射
が
必

要
で
す
。予
防
接
種
は
お
近
く
の

動
物
病
院
ま
た
は
市
が
実
施
す
る

集
合
注
射（
4
月
15
日
、
17
日
）で

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
先　
環
境
政
策
課�

�

☎（
275
）６
８
３
４

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
ご
注
意
を
！

見
か
け
た
ら
…
素
手
で
捕
ま
え
た

り
、触
っ
た
り
し
な
い

駆
除
の
方
法
…
ク
モ
は
踏
み
つ
ぶ

す
か
市
販
の
ク
モ
ま
た
は
ゴ
キ
ブ

リ
用
の
殺
虫
ス
プ
レ
ー
を
噴
霧
す

る
。卵
の
う
は
、踏
み
つ
ぶ
す
か
焼

却
す
る
。

も
し
、
か
ま
れ
た
ら
…
患
部
を
流

水
で
よ
く
洗
い
、
早
く
病
院
で
治

療
す
る
。

問
合
先　
環
境
政
策
課

�

☎（
275
）６
８
３
４

重
度
障
が
い
者
の
方
等
に
タ
ク

シ
ー
利
用
料
金
助
成
券
を
交
付

対
象　
身
体
障
害
者
手
帳（
１・
２

級
）、療
育
手
帳
Ａ
、精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳（
１
級
）、
特
定
医

療
費（
指
定
難
病
）受
給
者
証
、
特

定
疾
患
医
療
受
給
者
証
、
小
児
慢

性
特
定
疾
病
医
療
受
給
者
証
の
い

ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

申
請
・
問
合
先　
対
象
と
な
る
手

帳
ま
た
は
医
療
受
給
者
証
を
持
参

し
、高
齢・障
が
い
福
祉
課
☎（
275
）

６
２
９
４

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。寄

附
対
象
事
業
に
て
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
株
式
会
社
日
之
出
屋
岩
橋
様

　
寄
附
金
額　
10
万
円

　
寄
附
対
象
事
業　
駅
周
辺
活
性

　
化
事
業

問
合
先　
地
域
創
生
課

�

☎（
275
）６
１
３
８
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お
知
ら
せ

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

相
談
窓
口

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

市役所からのお知らせ

電
子
申
請
を
始
め
ま
し
た　

就
学
援
助
費
を
支
給
し
ま
す

　
市
立
小
・
中
学
校
へ
の
就
学
が

経
済
的
に
困
難
な
家
庭
に
、
就
学

援
助
費
を
支
給
し
ま
す
。

【
受
給
資
格
】　
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
世
帯

①
前
年
中
の
所
得
金
額
が
基
準
額

以
下
の
世
帯

※
基
準
額
に
つ
い
て
は
、
在
籍
校

　
を
通
じ
て
配
布
す
る
お
知
ら
せ

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②
生
活
保
護
世
帯（
申
請
は
不
要
）

支
給
項
目　
学
用
品
費
、
通
学
用

品
費
、
校
外
活
動
費
、
学
校
給
食

費
、新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
、

修
学
旅
行
費
、卒
業
ア
ル
バ
ム
費
、

医
療
費
（
学
校
保
健
安
全
法
施
行

令
第
８
条
に
定
め
る
疾
病
）

申
請
・
問
合
先　
学
校
教
育
課
と

市
立
各
小
・
中
学
校
に
配
置
し
て

い
る
受
給
申
請
書
を
記
入
し
、
６

月
30
日
ま
で
に
学
校
教

育
課
へ�

☎（
275
）６
４
３

４
ま
た
は
W
e
b
申

込※
7
月
以
降
は
、
来
年
2
月
末
ま

　
で
随
時
受
付
し
ま
す
が
、
申
請

　
月
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
。

みんない
っしょに生きる社会を

　

４
月
は
入
学
・
就
職
等
に
伴
い
、
若
年

層
の
生
活
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
、
性
犯

罪
・
性
暴
力
の
被
害
に
遭
う
リ
ス
ク
が
高

ま
る
時
期
で
す
。

　

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
で
は
「
第
５

次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
～
す
べ
て
の

女
性
が
輝
く
令
和
の
社
会
へ
～
」
に
お
い

て
、
若
年
層
の
性
被
害
に
関
す
る
問
題
を

広
報
啓
発
す
る
の
に
適
し
た
４
月
を
若
年

層
の
性
暴
力
被
害
予
防
の
た
め
の
月
間
と

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

性
犯
罪
・
性
暴
力
は
、
被
害
者
の
尊
厳

を
著
し
く
踏
み
に
じ
る
行
為
で
あ
り
、
そ

の
心
身
に
長
期
に
わ
た
り
重
大
な
悪
影
響

を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

根
絶
に
向
け
た
取
組
や
被
害
者
支
援
を
強

化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。10
代
か

ら
20
代
の
若
年
層
を
狙
っ
た
性
犯
罪
・
性

暴
力
は
、
そ
の
未
熟
さ
に
付
け
込
ん
だ
許

し
が
た
い
重
大
な
人
権
侵
害
で
あ
り
、
決

し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
国
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
若
年
層

に
届
き
や
す
い
広
報
媒
体
を
活
用
し
た
啓

発
活
動
を
効
果
的
に
展
開
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
ど
も
家
庭
庁
の
「
こ
ど
も
大

綱
」に
お
い
て
、年
齢
や
性
別
に
か
か
わ
ら

ず
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
た
こ
ど

も
・
若
者
で
あ
っ
て
も
、
性
被
害
に
遭
う

こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
認
識

の
下
、こ
ど
も
・
若
者
へ
の
加
害
の
防
止
、

相
談
・
被
害
申
告
を
し
や
す
く
す
る
取
組
、

被
害
当
事
者
へ
の
支
援
と
併
せ
て
、
継
続

的
な
啓
発
活
動
の
実
施
等
の
総
合
的
な
取

組
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

性
暴
力
の
悩
み
は
、
決
し
て
ひ
と
り
で

抱
え
込
ま
ず
、
左
記
の
相
談
先
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
。ま
た
、高
石
市
で
も
人
権
・
生

活
相
談
課
で
は
人
権
相
談
員
・
女
性
相
談

支
援
員
が
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
性
暴
力
相
談
先
】

①
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
相
談

「
Ｃ
ｕ
ｒ
ｅ　

t
ｉ
ｍ
ｅ
」（
キ
ュ
ア　

タ

イ
ム
）

②
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー

「
＃
８
８
９
１
」

（
は
や
く
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
）

③
性
犯
罪
被
害
相
談
電
話（
警
察
）

「
＃
８
１
０
３
」

（
ハ
ー
ト
さ
ん
）

人
権
・
生
活
相
談
課
☎（
275
）６
２
７
９

若年層の性暴力被害予防

消費生活センターだより
C o n s u m e r  s e r v i c e  c e n t e r  n e w s l e t t e r遠隔操作アプリを悪用して借金をさせる副業や投資の勧誘に注意！

休館日 土・日曜日、祝日

遠隔操作アプリとは、自分のスマートフォンやパソコンに遠隔地の第三者が接続して、両者が画面を共有しな
がら遠隔操作を行うアプリのことです。パソコンメーカーや通信事業者がユーザーサポートを行う場面等で利

用されます。副業や投資の勧誘では、支払いのために借金をさせられる場合があり、最近では、遠隔操作アプリを悪用
して借金をさせるケースが目立っています。事業者は、遠隔操作アプリを悪用し、消費者のスマートフォンの画面を見
ながら、お金の借り方について細かく指示を出します。事業者から「説明のために必要」などと遠隔操作アプリをインス
トールするよう指示されても、安易にインストールするのは避けましょう。簡単に稼げるようなうまい話はありません。
「簡単に稼げる」「もうかる」ことを強調する広告をうのみにしたり、借金してまで契約したりしないようにしましょう。

時　間 9：00～16：45

☎（267）5501
場　所 市役所本館２階

困ったときは、
消費生活センターへ

ポイ
ント

※国民生活センター「子ども・若者サポート情報　第205号」からから抜粋・イラスト黒崎玄

※休館日は「消費者ホットライン」
　  ☎188へお問い合わせください

※来庁をご希望される場合は事前
　 にお電話ください

バイトを探しており「スマートフォンからスタンプを送信するだけで日給 5 万円」と記載のあるサイトか
ら登録した。後日、担当者から電話があり「予想収益 100 万円」とする約 70 万円の副業のサポートプラ
ンを勧められた。「先行投資」と言われ、貸金業者 3社から 30万ずつ借金する方法を提示された。遠隔操
作アプリをインストールさせられ、私のスマートフォンの画面が共有された状態となり、インターネット
上で各社に借金を申し込んだ。家族に反対されたため、借金の申し込みを撤回したい。（当事者：学生）


